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その方法は，まず，長さ 10mm に切断したチタン棒の表面に水酸基を導入し，CTI 基
盤となるチタンインプラント体（CTI）を作製した．次いで，３種の官能基導入し CATI
の作製するために，CTI 体表面に 1％UDMCS を成膜（CTI-SAM）し，末端基にスルホ
基，リン酸基，カルボキシル基の３種の官能基（CTI-SAM-S，CTI-SAM-P，CTI-SAM-C）
を導入した．表面への CAコーティングは，準安定リン酸カルシウム溶液に 1日浸漬して
インプラント体表面に CAを沈着させ，CTI-SAM-S， CTI-SAM-P， CTI-SAM-Cに CA
コーティングインプラント体（CTI-SAM-S-CA，CTI-SAM-P-CA，CTI-SAM-C-CA）を







入実験には CTI-SAM-S-CAを用いることとした．インプラント体の in vivoでの検討とし
て，全身麻酔下で家兎の脛骨に CTI-SAM-S-CAと CTIを埋入し，2週で屠殺，移植母床
を含めて標本を採取した．その評価方法は，試料表面と骨との接触面を SEMで観察，μ
CTでの骨とチタンの接触部の新生骨を含む骨塩量（BMD）を測定，万能試験機で打ち抜
きせん断試験を行い，結果を骨とチタンの接触面積を用いての比較，ビラヌエバ骨染色を
施し，CTI-SAM-S-CAおよび CTI周囲の骨の観察とした．その結果は，SEMで観察する
と，CTI-SAM-S-CA では，骨とインプラント体が良好に接合しているが，CTIでは接合し
ている箇所は少なく，かつ裂隙が連続していた．また，CTI-SAM-S-CA周囲の新生骨 BMD
値は，CTIに比べ有意に高い値を示した．せん断強度は，CTI-SAM-S-CAは CTI体に比
べ有意に大きな値を示した．インプラント体表面を観察するとCTIに比べCTI-SAM-S-CA
ではその表面はより厚い新生骨梁で覆われていた． 
以上の結果から，チタンインプラント体に有機単分子膜（SAM）を成膜し，末端部にス
ルホ基，カルボキシル基，リン酸基を修飾すると効率よく CAをコーティングすることが
でき，スルホ基で修飾したインプラント体 CTI-SAM-S-CAで最も多い CAの付着を認め
た．この方法で作製した CATIを骨組織に埋入すると，早期にインプラント体周囲に骨が
誘導され，インプラント体と新生骨との強固な接合が得られることが明らかとなった． 
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